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上白根中学校の令和４年度のスタートにあたって 

校 長  室伏 健治 

 

 今年は寒さ厳しい冬となりましたが、入学式が近づくにつれ温かな日

が続き、4月の初めには西門の桜が満開になりました。在校生が丁寧に

植栽した敷地内の花々もきれいに咲き、穏やかな春を感じながら令和 4

年度が始まりました。 

おかげさまで 4月 7日には令和 4年度始業式、第 52回入学式を無事

行うことができました。始業式は、新２、3年生が体育館に整列して、着任式と併せて行いま

した。実に立派な態度で、上級生の自覚を感じるとともに、新たなスタートに対する意欲をし

っかりと感じることができました。その後、行われた入学式の準備では、自ら主体的に動き、

気持ちを込めて丁寧に活動する姿を見ることができ、頼もしさを感じた次第です。今年度は行

事の一つひとつをできるだけ例年の形で実施したいとの職員の思いから、入学式は、全在校

生、保護者、来賓の皆様が参列することとし、初々しい姿の 38名の新入生を全校でお祝いす

ることができました。新入生一人ひとりが呼名にあわせてしっかりと起

立して、丁寧に一礼する姿を見て、これからの活躍が楽しみになりまし

た。また、感染症の状況がなかなか変わらない中、4月 8日以降、本校

の様々な活動は、順調に進んでおり、子どもたちも毎日元気に登校し活

動することができ、うれしく感じています。 

さて、本校は、本年度をもって閉校となり、令和 5年度から、上白根北中学校としてスター

トすることになります。始業式をはじめ入学式、体育祭、来夢祭など行事は「最後の」が冒頭

につくことになりました。子どもたちには、「今年度は、上白根中学校最後の１年です。節目

にふさわしい学校づくりを進めるとともに、新しい学校の歴史の礎を皆さんで築いてくださ

い」と話しましたが、統合がなくとも、子どもたち一人ひとりにとって、日々の学校生活は初

めてであり、最後であり、大切な時間だと考えます。これまで通り、人とのかかわりの中で互

いを認め、互いを支え合うことの大切さを学びながら成長してほしいと思います。子どもたち

が日々を仲間とともに一生懸命に生活することが「新たな学校の礎を築いていく」ことになる

はずです。本校も残り一年ではありますが、目指すものは、社会に出て

自ら生きていく力を育てることに変わりはありません。本年度も、1年

間、学校教育目標の実現に向かって、本校教職員が一丸となって、丁寧

に取り組んでまいりますので、保護者の皆様、地域の皆様には、引き続

き本校教育活動にご支援、ご協力をお願いします。 

学校教育目標 

○ 基礎・基本を大切にし、ねばり強く学び続ける態度を育てます。      【知】 

○ 社会の基本的なルールやマナーを身につけ、自立する力を育てます。   【徳】 

○ 心と体を健やかに、はぐくみます。                                 【体】 

○ 互いのよさを認め合い、共に生きていこうとする態度や力を育てます。 【公】 

○ 人とのかかわりを豊かにし、社会への視野を広げる態度を育てます。   【開】 

http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/kamishirane/


 

第５２回「入学式」 

 

   上白根中学校としては最後となる「入学式」が、３年ぶりに来賓、保護者、在校生が参列して 

４月７日に行われました。今年度の新入生は３８名、５２期生になります。 

   粛々と式が行われ、新入生紹介で呼名をされると、マスクを外し一礼していくその姿は落ち着

ついていて、これからの中学校生活の中で着実に成長していってくれるだろうなと思いました。 

    挨拶もよくできていて、素直で雰囲気もよいという声も聞かれました。上中としては、来春まで

の１年間ですが、上白根中学校、最後の学年としてしっかりと力をつけ巣立っていくことを期待

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着任・離退任職員紹介 
 

本年度、次の教職員が４月より本校に着任いたしました。 

 

○ 岩 永  恵 美  副 校 長           人権健康教育部より異動 

○ 齊 籐  大 貴   教 諭   （ 英  語 ）     荏田南中学校より異動 

○ 鷲 塚  捺 海   教 諭   （保健体育）   本宿中学校より異動 

○ 後 藤  文 男   教 諭   （技 術 科）    

○ 野 澤  澄 也   教 諭   （ 社 会 ）      

○ 大 黒  信 貴   教 諭   （個別支援）   

 

また、次の職員が退任・離任いたしました。 

 

  ○ 安 冨  直 樹  副 校 長  （２年間勤務）  退職 

○ 西 塚  和 浩   教 諭  （２年間勤務）  退職 

○ 樋 口  大 輝   教 諭   （３年間勤務)   希望が丘中へ異動 

○ 石 川   暢    教 諭   （１年間勤務)   今宿中へ異動 



 

 

 
 

 

３月２３日（水）コロナ禍における安全面の徹底を図りながら１・２年生合同球技大会が実施され

ました。１・２年生を６つの班に分け、ドッジビー、バレーボールで競いました。 
 「大丈夫だよ！」「ドンマイ！」「こういう風にするといいよ！」など、前向きな声かけが随所にあ

りました。また、競技が始まった後からでもよりよくするためにルールを変更するなど、建設的な球

技大会となりました。 

 今回の球技大会は２年生（現３年生）が班長となり、進行がとてもスムーズでした。来年度は１年

生（現２年生）の番です。先輩たちの姿を目に焼き付け、しっかりと継承してほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

特別支援教育について 

 横浜市教育委員会の「特別支援教育を推進するための基本方針」をもとに、各小中学校では、一

般級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒に対して様々な場面での支援が進められていま

す。 

 本校でも、学校生活に心配や不安があった時の相談はもちろん、支援が必要な生徒に対して個別

の課題学習の検討や、継続的な生活支援・相談活動を行っています。学習に関する悩み・クラスや

部活など人間関係に関する悩みなどはありませんか？少しでもみんなの相談の窓口になれればと思

います。 

 悩みや課題を「生徒本人だけ」や「保護者の方だけ」で抱え込んではいけません。学校も一緒に

考えさせてください。特別支援教育は、本人、保護者と担任及び特別支援コーディネーターとの相

談の上、校内委員会（担当教員の会議）で指導方針を話し合い進めていきます。ご希望の方は担任

までご相談ください。 

特別支援コーディネーター：吉村 淳 

1、2 年生 合同球技大会 



セクシュアル・ハラスメント相談窓口 

あなたの心と体はあなた自身のもので、あなたは世界でたった一人しかいないかけがえのない存在です。だから、

あなたには「自分の心と体を大切にする権利」があります。その権利を奪う「セクハラ」には、きっぱりと「いや」

と言っていいのです。「いや」と思う基準は人によって違うと思いますが、ひとりで我慢したり悩んだりしないで、

信頼できる誰かに相談しましょう。学校にも相談窓口はありますが、話しやすい人でかまいません。 

今、悩んでいることはもちろん、これまでのことでモヤモヤしていることでも大丈夫です。誰かに聞いてもらう

ことでスッキリすることもあります。気軽に声をかけてください。 

＊上白根中学校の相談窓口   小又 綾子（養護教諭）、吉村 淳（生徒指導専任） 

＊教育総合相談センター（６７１－３７２６）もご利用できます。 

 

 

６日… 学校運営協議会 

１２日～１４日 3 年修学旅行（代休１６日） 
１８日… 尿検査（一次） 
１９日… 歯科検診 
２１日… 土曜参観日、PTA 総会、鎌倉自主見学説明会、部活動保護者会（代休 23 日） 
２６日～２８日 2 年自然教室（代休３０日） 

 

１日… 尿検査（二次） 
７日… 体育祭 

１４日… １年鎌倉自主見学 
２０日～２２日… 定期テスト１ 
２４日… 耳鼻科検診 
２７日… 授業参観日、保護者進路説明会                
２9 日… 生徒総会                   ＊次号は、6 月 28 日（火）発行予定です。 

～上白根中学校いじめ防止基本方針～ 

１ いじめを未然に防ぐために、生徒一人ひとりが自己有用感を得られるような活動（ボランティ

ア活動や生徒会活動、行事など）や学級、授業、部活動などで生徒一人ひとりが安心できる居場

所をつくるなど潤いに満ちた学校風土を構築します。 

２ いじめに対しては、上白根中学校のどの集団、どの生徒にも起こりうる可能性がある最も 身

近で深刻かつ重大な人権侵害であり、いじめは人間として絶対に許されない行為として、いじ

め防止対策委員会を核に組織的に対応します。 

３ 学校は、必要に応じて、「児童生徒の健全育成に関する警察と学校の相互連携に係る協定書」に

基づく警察との連携など他機関と連携し、その解決にあたります。 


